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出された重要な指針である「DNA 鑑定についての指針」に著者は DNA 鑑定検討委員会
の委員長として関わった。また、著者が座長をつとめたワーキンググループで、日本法医
学会の「親子鑑定の指針」が作成された。これらの作成経過についての言及がなされてい
る。Ở
Ở 付録に日本DNA多形学会および日本法医学会の出した声明や指針、日本DNA多形学
会の鑑定指針決定に至る経過が掲載されている。また米国DNA鑑定法や、日本の経済産
業省による個人遺伝情報保護ガイドラインも掲載され、参照できるようになっている。ま
 2 
た、読みやすくまとめられた用語集は初学者に便利である。Ở
Ở DNA 鑑定の証明力について言及した裁判所判例はいくつかあるが、本書では判例など
法学的な事項へは重きを置いていない。実際にDNA鑑定が用いられた事件について触れ
てはいるが、法学的な観点から見たDNA鑑定を詳細に知りたい人は、別資料をあたる必
要がある。Ở
Ở DNAという個人情報を扱う以上、DNA鑑定は倫理上の問題を抱えている。現在、資料
を郵送するのみで簡単に親子鑑定ができるというビジネスが展開されている。この現状に
著者は疑問を持ち、その問題点を提示している。整理された問題点をあらためて意識する
ことにより、DNA鑑定が社会にもたらすインパクトをあらためて考えさせられた。Ở
Ở
（影山麻衣子／京大・薬・遺伝子薬学教室）Ở
